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るe 一方，我々 は不死北巽翠嬢議議過形議繍鞄株 (PL16T)と不死化正常
気管支上皮錯i蕗株(PLl6B)の掲での発漉プロファイルの比較解事?を1:弘、e
GA7鈴2と諮問設のあるGA733-1がPLl6T~こ遊撃j発現していることを




C66t時， TypeD 'lJ t時， Type E8傍 TypeF右側HこおけるGA733fam-
ily遺伝子の発現を免疫染色にて評犠しその生物学的議議を投討した蔚
線籍ではGA133famiJyj霊法子はいずれも90部以上に発現しており，手後
との比較にてt GA733-2誌発現が高い抵ど宥意iこ予後最好であちゃぷ
a的91).またGA733すでは有意差はみられなかったが跨様に発漢が高い
はど予?を喪主?である鎖向がみちれたまたGA733-21まTゅeC症鶴iこ援っ
ても発現が高いiまど者意に予後良好であ与担当0.0101)，間じ組織裂の中で
予後良鮮な群と不良企群の議寂するTypeC1主舗においてGえ73去を思
いた免疫染色は務後の予設予務に事態であると考えられた
